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★MCIスクリーニング検査プラス
   (軽度認知障害)

ぐっすり脳波検査（睡眠検査）

眼底検査（無散瞳）

眼底（無散瞳）
※眼圧検査

★歯科検診・歯周病検査

肺機能検査

★喀痰細胞診

★胸部CT

★睡眠時無呼吸検査

血圧脈波

★頸動脈超音波検査

★心臓超音波検査

★甲状腺超音波検査

甲状腺ホルモン検査
（TSH、FT3、FT4）

検査項目 検査内容・検査説明

自宅に送付される検査機器を装着のうえ睡眠していただき、
脳波や血中酸素ウェルネス測定を行います。

MCI（軽度認知障害）とは、認知症を発症する前の段階を指します。
血液中の９つのたんぱく質を調べることで軽度認知障害の危険性を調べます。

眼底検査：瞳孔から眼球の中に光を入れて、眼球の奥の血管を観察します。
目の疾患だけでなく、動脈硬化による血管の変化も観察出来ます。

眼圧検査：圧搾空気を吹き付けて、角膜のへこみ具合によって眼圧を測定します。
眼圧が高いと緑内障や網膜剥離などの目の疾患が疑われます。    

歯科検診と歯周病の進行状況を細かく検査します。

甲状腺の大きさや腫瘍などを調べます。

胸部断層撮影を行います。肺や心臓、大血管の形態や病変の有無を調べます

ホルモンの分泌量を調べることで、甲状腺の働きと異常（亢進症と低下症）を調べます。  

息を吸ったり吐いたりして息を吸う力、酸素を取り込む能力などを調べます。
喘息や慢性閉塞性肺疾患（COPD）などの病気や状態を調べます。    

自宅でも取り扱い可能な検査機器を使って、普段と同じように寝ている間にできる検査です。
手の指や鼻の下にセンサーをつけ、いびきや呼吸の状態から睡眠時無呼吸（SAS）の可能性を調
べます。

痰に混じった細胞を顕微鏡で調べ、がん細胞がないか調べる検査です。
毎朝起きた時に３日間続けて痰をだします。      

仰向けの状態で、両手首・両足首の血圧と脈波を測定し、
血管の硬さと足の血管のつまり具合を調べます。      

頸動脈の内側の血栓（プラーク）や狭窄（血管壁の厚さ）を調べます。
全身の動脈硬化進行度を評価できます。      

心臓の動きや形態を調べ、十分な血液を全身に送ることができるかを評価します。  
   

料金(税込)

¥24,750

¥14,850

¥1,320

¥2,420

¥2,200

¥3,300

¥4,400

¥3,300

¥8,800

¥2,200

¥5,500

¥11,000

¥9,350

¥2,200

所要時間

5晩プラン

2晩プラン

¥20,900 採血時

約5分

約5分

約20分

約20分

約5分～10分

約20分

約20分

採血時

約10分

約10分

持参

自宅で検査

歯・口腔



★マークは、事前予約が必要です。 2025年4月1日現在
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尿中ピロリ菌

★腹部超音波検査

★腹部CT

★大腸内視鏡検査

★大腸３D-CT

CEA

CA19-9

AFP、PIVKA-Ⅱ

シフラ、ProGRP

PSA（男性のみ）

CA125（女性のみ）

骨強度（超音波法）

★骨密度（レントゲン法）

体成分測定（インボディ）

★メタボCT

HCV抗体（クリア法）

HBs抗体（クリア法）

ヘリコバクター・ピロリ菌感染の有無を調べます。胃の検査をされない方対象。

肝臓や胆のう、すい臓、腎臓など腹部の臓器の状態を調べます。      

上腹部に悪性腫瘍等の病変がないか調べます。      

内視鏡を肛門より挿入し、大腸全体の病変部を観察したり、組織の一部を採って（生検）悪性細胞がないか
診断します。（前日から下剤の服用が必要です）      
      

大腸がんなどの消化器系を中心に各種臓器のがんの診断に利用されます。
慢性の肝疾患や大腸炎、高齢、喫煙でもやや上昇します。
すい臓がんの診断に利用されます。
胆道系がん、胃がん、大腸がんなどの消化器系のがんで数値が上昇することがあります。

肝臓がんの診断に利用されます。
AFPは慢性肝炎や肝硬変、妊娠でも上昇します。PIVKA-Ⅱは慢性肝炎や体内のビタミンＫが不足した状態
（抗凝固剤：ワーファリン服用中）などでも上昇することがあります。AFPとPIVKA-Ⅱはどちらか一方の数
値が上昇する事があるため、両方検査する事をお勧めします。

肺がんの診断に利用されます。
肺がんには種類があり、シフラとProGRPは別々の種類のがんに対して数値が上昇します。
前立腺がんの診断に利用されます。
前立腺炎や前立腺肥大症でも上昇することがあります。
卵巣がんの診断に利用されます。
子宮内膜症、月経、妊娠、肝硬変、膵炎などでも数値が上昇します。
かかとの骨に超音波をあて、その伝わる速さや強さから骨の量を推定する検査です。
X線を使わないので妊婦の方でも可能な検査です。
微量のX線を用いて骨折しやすい腰椎（背骨）と大腿骨頸部（太ももの付け根）で骨量を測定します。骨密度
を測定する方法で信頼度が高いといわれています。

体の4大構成成分「体水分、タンパク質、ミネラル、体脂肪」など体成分を簡単に測定します。
体脂肪や筋肉量などがわかります。

CT装置にて、おへその高さの断面を撮影し、内臓脂肪と皮下脂肪の量を測定します。
内臓脂肪面積と共に、皮下脂肪面積もわかります。

C型肝炎ウイルスに現在感染していないかを調べます。

過去にB型肝炎にウイルスに感染したかどうかを調べます。

大腸の内部に炭酸ガスを送り、CTで撮影することにより大腸ポリープの有無やおなかの状態を調べます。内
視鏡を挿入しないので、苦痛が少ない検査ですが、ポリープや病変があっても細胞の検査はできません。（前
日から下剤の服用が必要です）

¥1,650

¥4,400

¥9,350

¥22,000

¥27,500

¥1,650

¥2,200

¥3,850

¥4,400

¥2,200

¥2,200

¥1,980

¥4,400

¥1,100

¥5,500

¥2,200

¥1,100

検尿時

約20分

約10分

約30分

約30分

約5分

約5分

約10分

約10分

採血時

採血時

検査項目 検査内容・検査説明 料金(税込) 所要時間


